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目的 臨床効果について DTIC 単剤との比較を行う 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

DTIC 単剤治療を行った 580 人中ＣＲ得られた 26 例の長期予後につ

いて調べた。26 例中 17 例は軟部組織への転移だった。6 年以上の生

存者はＣＲ患者の 31.1％だった。 
 
 
 
 
 
 
 
 

結論 

DTIC 単剤治療によるＣＲは 1-2％であり、2 年以上ＣＲが保たれれ

ば、それ以後の再発は稀である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ＩＩ  ） 
進行期悪性黒色腫に対する DTIC 単剤治療の効果に関する初期のデ

ータであり、多剤併用療法との比較を行ううえでベンチマークになる

データである。 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 


